
幹細胞誘導学講座 

 

【研究プロジェクト名および概要】 
 

Ⅰ. 患者細胞からの疾患由来人工多能性幹細胞（iPS 細胞）の樹立とバンク化 

Ⅱ. 患者細胞や疾患由来 iPS 細胞を使った先天代謝異常症（ライソゾーム病等）の解析と薬剤開発 

Ⅲ. 患者細胞や疾患由来 iPS 細胞を使った神経疾患（アルツハイマー病等）の解析と薬剤開発 

Ⅳ. 患者細胞や疾患由来 iPS 細胞を使った血管障害難病（強皮症、もやもや病等）の解析と薬剤開発 

Ⅴ．患者細胞や疾患由来 iPS 細胞を使った骨・軟骨性疾患（FOP 等）の解析と薬剤開発 

Ⅵ. 間葉系幹細胞の起源と分化に関する研究 

 

私たちの研究室では疾患由来の iPS 細胞の樹立やそれを使った疾患研究を行ってます。先天代謝異常症、

神経疾患、血管障害難病、骨・軟骨性疾患など、多くの疾患を幅広く研究対象とし、疾患横断的に知見を

得て、総合的な疾患理解につなげてます。また治療薬の開発では、スクリーニング系を立ち上げ、新規化

合物や既知薬ライブラリーから改善効果を持つものを探し、同定後、最適化し、疾患モデル動物での効果

確認、さらに非臨床試験(動物試験)、特に安全性試験の計画立案と遂行や、治験計画の立案を行ってます

（Stem Cells, 2012, 2015, 2017; Bio-Protocol, 2020; Molecular and Cellular Neuroscience, 2020; Stem Cell 

Reports, 2020; Neurobiology of Disease, 2021）。効果的な治療法が未確立の疾患の新規治療薬を開発し、ベ

ッドサイドへ届けることが目標です。現在、開発した 2 つの新薬の治験を行ってます。新しい遺伝子修復

法を樹立し、それを使った遺伝子治療の研究も行ってます（Scientific Reports, 2020）。また、組織幹細胞

の１つ、間葉系幹細胞(MSC)の起源と分化についての研究を行っています。これまでに神経上皮細胞、神

経堤細胞と中胚葉細胞がその起源であることを明らかにしました(Cell, 2007; Development, 2018)。加えて、

ヒト iPS 細胞から MSC の誘導方法も確立し、それを使った細胞治療や疾患治療への応用研究を行ってま

す（PLos One, 2018）。 
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【ホームページ】http://www.imeg.kumamoto-u.ac.jp/bunya_top/cell_modulation/ 
  

  



 

 

【特殊技術・特殊装置】  
 

1. 多能性幹細胞(ES/iPS 細胞)の樹立と培養  5.  マウスの初期発生の解析技術 

2. 多能性幹細胞の分化誘導と in vitro 解析 6. 間葉系幹細胞の分離技術 

3. 薬剤スクリーニングの確立とその利用技術 7. FACS やアミノ酸等解析装置と技術  

4.  薬剤開発に必要な有効性試験等の試験手技    8. 遺伝子改変マウス作成技術  
 
 
【英文総説】 
特になし。 
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